
〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  picture [ピクチャ]

名 絵、写真

☒ drink [ドゥりンク]

動 (～を)飲む

名 飲み物、(水･酒などの)１杯

活用 ： drank [ドゥらぁンク]

– drunk [ドゥらンク] – drinking

３単現形：drinks [ドゥりンクス]

☒  glass [グラぁス]

名 コップ、グラス

ガラス

≪glasses で≫ 眼鏡(めがね)

☒  cup [カップ]

名 カップ、茶わん

優勝カップ
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glass … ふつうガラス製で、冷たい飲み物を入れる。/ cup … ふつう取っ手がついていて、温かい飲み物を入れる。

494

I want a glass of water.
『私はコップ[グラス]１杯の水がほしい。』

Would you like another glass of milk ?
『ミルクをもう１杯いかがですか？』

This dish is made of glass. 『この皿はガラス製です。』

※ be made of ~ ｢～でできている｣→【No. 172 … make】

Aki wears glasses. 『アキはメガネをかけています。』

※ wear ｢～を身につけている｣ →【単語帳 No. 576】

I bought a new cup. 『私は新しいカップを買いました。』

How about a cup of coffee ? 『コーヒーを１杯いかがですか？』

Ken drank two cups of tea. 『ケンは紅茶を２杯飲みました。』

Do you want another cup of tea ? 『紅茶をもう１杯いかがですか？』

Tom won the cup. 『トムは優勝カップを獲得しました。』

※ won は win の過去形。発音は [ワン] →【単語帳 No. 672】

a picture book 『絵本』

take a picture / take pictures

『写真を撮る』

a picture of my family

『私の家族の写真』

draw [paint] pictures

『絵を描く』

☆ 名詞 の用法の例文は省略します。

I took a lot of pictures with this camera.

『私はこのカメラでたくさんの写真を撮りました。』

This is a picture of Emi. 『これはエミの(写っている)写真です。』

※ Emi’s picture とすると、｢エミの写っている写真｣と

｢エミの所有する写真[絵]｣という２つの意味にとれる。

Meg showed me her picture. ※ 第４文型の文

= Meg showed her picture to me. ※ 第３文型の文

『メグは私に(彼女の)写真を見せてくれました。』

There are some pictures on the wall.
『壁には何枚かの絵がかかっています。』

a glass of water 『コップ１杯の水』

two glasses of milk 『コップ２杯の牛乳』

a glass bottle 『ガラスのビン』

※ bottle ｢バトゥル｣ →【単語帳 No. 827】

a cup of tea 『１杯の紅茶』

two cups of coffee

『カップ２杯のコーヒー』

soft drinks 『清涼飲料、アルコールが

入っていない飲み物』

a drink of water 『１杯の水』

He drinks a cup of tea every morning.
『彼は毎朝カップ１杯の紅茶を飲みます。』

Meg drank a glass of milk.
『メグはコップ[グラス]１杯の牛乳を飲みました。』

I want to drink something. 『私は何か飲みたい。』

I want something to drink. 『私は何か飲み物がほしい。』

※ 上の２つの文は、ほぼ同意になる。

※ something to drink ｢(飲むための何か→)何か飲むもの｣

→ かんたん英文法 【不定詞の形容詞用法】参照のこと。

☆ 薬を飲むときは take を使い、スープ皿からスプーンを

使ってスープを飲むときは eat を使うのがふつう。

→【単語帳 No. 140 … take】、【No. 234 … eat】

発音注意

アクセント注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  few [ふュ－] (⇔ many, a lot of)

形 ≪ a few + 名詞 で≫ 少しの、２、３の

≪ few + 名詞 で≫ ほとんどない

[比較変化] few - fewer - fewest

代 ほとんどない

≪ a few で≫ 少数の人[もの]

☒  almost [オールモウスト / オールモウスト]

副 ほとんど、おおかた、もう少しで (= nearly [二アリィ])

☒  once [ワンス]

副 一度、1 回、かつて
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She has a few cameras.
『彼女はカメラを２、３台持っています。』

He has few friends. 『彼には友達がほとんどいません。』

※ a がないときは否定的な内容になる。どちらの表現を使うかは、

話し手の感じ方によって異なる。( little , a little の違いと同様 )

We met Meg a few days ago.

『私たちは２、３日前にメグに会いました。』

Tom will come back in a few minutes.

『トムは２、３分たてば[で]戻ってくるでしょう。』

Only a few of them know it.

『それを知っているのは彼らのうちの２、３人だけです。』

Few came here. 『ここに来た人はほとんどいなかった。』

a few days ago 『数日前、２、３日前』

for a few days 『２、３日間』

for a few minutes 『２、３分間』

in a few minutes 『２、３分たてば』

few … 数えられる名詞の前に使う。数を表す。

little … 数えられない名詞の前に使う。量を表す。

→【単語帳 No. 184】

Almost all (the) students like watching [to watch] TV.
= Almost every student likes watching [to watch] TV.

『ほとんどの学生はテレビを見るのが好きです。』

※ 上の例文の補足：the を使うと、特定の生徒たちのことを指す。

下の例文の補足：every のうしろには単数形の名詞を使うので、

主語が３人称単数になる。→ 現在形の文では

動詞の語尾に３単現の s を忘れずにつける。

It’s almost five o’clock. 『もう少しで[だいたい]５時です。』

※ まだ５時になっていない。

about を使った文とのちがいに注意！

I almost left my bag on the train.

『私はもう少しで[あやうく]電車に

私のバッグを忘れるところでした。』

almost every day 『ほとんど毎日』

almost all (the) students

= almost every student
※ every の後ろには単数形を使う。

『ほとんどの学生』

※ most (of the) students もほぼ同意。

→【単語帳 No. 485 … most】

almost … その数に近いが 超えない。

about … その数の前後。→【No. 54】

比較 It’s about five o’clock.

『およそ５時です。』

※ ５時前後の時刻をあらわす。

We go to the library once a week.

『私たちは週に１回その図書館に行きます。』

Let’s sing the song once again [more].

『もう一度その歌を歌いましょう。』

I have been to Osaka once.

『私は一度大阪に行ったことがあります。』

☆ かんたん英文法【現在完了形③ … 経験】も参照のこと。

Come here at once. 『すぐにここに来なさい。』

Ken once lived in China.
『ケンはかつて中国に住んでいました。』

※ ｢かつて｣ の意味ではふつう文中に使う。

once a week [month /year]

『週[月 /年]に１回』

once again = once more
= one more time 『もう一度』

at once 『すぐに』(= right away)

once upon a time 『昔々』
(おとぎ話の冒頭に使う表現)

※ upon [アパン] ｢～の上に｣

… on よりも形式的な語。上のような

特定の成句で使うのがふつう。

☆ once には ｢いったん～すると、一度～したら｣ の意味の 接続詞 の用法もある。

発音注意

発音注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  best [ベスト] (⇔ worst) ※ good , well の最上級の形。very much の最上級とも考えられる。

形 いちばん[最も]よい ※ good, well の最上級

副 いちばん[最も]よく、いちばん[最も]上手に

※ well, very much の最上級

名 最上、最善

☒  never [ネヴァ]

副 決して～ない、一度も～ない
≪０％の確率･割合をあらわす≫

☒  afraid [アふれイド]

形 おそれて、こわがって
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Do your best !
『あなたの最善[全力]を尽くしなさい。』

I’ll do my best.
『私は最善[全力]を尽くします。』

※ best の前にはふつう the をつける。

… ただし、my , your などがあるときには

the は不要になる。また、副詞の最上級

につく the は省略することができる。

☆ 比較級の形 better【No. 488】も参照のこと。

He is my best friend. 『彼は私の親友です。』

This is the best book (that) I have ever read.

『これは私が今までに読んだ最良の本です。』

※ read は過去分詞形。[れッド] と読む。

I like English (the) best of all subjects.

『私はすべての教科の中で英語がいちばん好きです。』

Which season do you like (the) best ?

『あなたはどの季節がいちばん好きですか？』

→ I like summer (the) best.
『私は夏がいちばん好きです。』

☆ ｢…のなかで [うちで]～がいちばん [最も]好き｣ と言うとき、つまり、

like を使って３者以上を比べる文では、(the) best をいっしょに使う。

→ best は good または well の最上級形だが、like といっしょに

使う best は very much が活用して best になったと考える。

Meg is never late for school.
『メグは決して学校に遅れません。』

He never eats meat. 『彼は決して肉を食べません。』

※ never は 副詞 なので、主語が３人称･単数形で、時制が現在

の文では、一般動詞の語尾に３単現の s が必要になる。

… don’t , doesn’t , didn’t のある文では、一般動詞が原形に

なるのは do , does , did が 助動詞 だからである。

I’ll never forget you. 『私はあなたを決して忘れません。』

Emi has never been to America.

『エミはアメリカに一度も行ったことがありません。』

I have never seen such a beautiful flower.

『私はそのように美しい花を見たことがありません。』

※ 今初めて ｢そのように美しい花を見た｣ ということ。

☆ くわしくは、かんたん英文法【頻度を表す副詞】、

【現在完了形③ … 経験】も参照のこと。

have [has] never been to ~

『～へ一度も行ったことがない』

Never give up. 『あきらめるな。』

Never mind. (= Don’t worry. )

『気にするな。心配するな。』

※ 日本人はこの意味で｢ドンマイ｣と言うが、

実際には Never mind. と言う。

※ never , always などの語を『頻度(ひんど)を

表す副詞』と言う。be 動詞･助動詞のある文

では be 動詞･助動詞のうしろに、一般動詞の

ある文では一般動詞の前に使う。

I’m afraid of dogs. 『私は犬がこわい。』

Don’t be afraid of making a mistake [mistakes].

『まちがいをおそれるな。』

※ of は前置詞なので、後ろには名詞か動名詞(~ing)を使う。

I’m afraid (that) it will rain tomorrow.

『(残念ながら)明日は雨が降りそうです。』

I’m afraid (that) you have the wrong number.

『(残念ですが)間違い電話です。』

be afraid of ~ 『～をおそれる、こわがる』

I’m afraid (that) ~ 『(残念ながら)～』

※ afraid のあとには 望ましくない内容が続く。

望ましい内容の時は I hope (that) ~ を使う。

I’m afraid so. 『残念ながらそのようです。』

I’m afraid not.

『残念ながらそうではないようです。』

アクセント注意

do one’s best 『最善[全力]を尽くす』

※ one’s の部分には所有格が入る。

アクセント注意
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